
【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！
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 川崎市における新型コロナウイルス感染症の令和４年第９週（２月２８日～

３月６日）の報告数は、１０２０５件と依然として高い水準で推移しており、

神奈川県においては、令和４年１月２１日から適用されているまん延防止等重

点措置が、３月２１日まで延長となりました。 

 現在の流行の主流であるオミクロン株は、従来株と比べて重症者や死亡者の

割合が低いといわれていますが、季節性インフルエンザと比較すると、肺炎の

発症頻度や致死率が高いことがわかっています。 

新型コロナウイルス感染症の発症を防ぐために、手指消毒や正しいマスクの

着用などを心がけるとともに、追加接種の接種券が届いた方は、重症化を防ぐ

ために是非接種を御検討ください。 

令和４年２月２８日（月）～令和４年３月６日（日）〔令和４年第９週〕の感染症発生状況 

第９週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ３）突発性発しんでした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は３．００人と前週（３．６７人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．２７人と前週（０．４２人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

突発性発しんの定点当たり患者報告数は０．１６人と前週（０．０８人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。
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川崎市における新型コロナウイルス感染症
診断週別発生状況-令和３年第１週～令和４年第９週-

第７４回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード資料より 

オミクロン株による新型コロナウイルス感染症と
季節性インフルエンザの比較 
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令和４年第５週以降は川崎市新型コロナウイルス感染症モニタリング状況の陽性者数
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約０．１３％程度
（令和４年１月１日～）

０．００６～０．０９％ 

５．６％ １．１～２．５％ 

感染者数
数百万人～ 
１千数百万人

（１シーズン）

約２６７万人
（令和４年１月１日～）
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